
古
典
教
材
に
お
け
る
文
法
指
導
と

文
学
指
導
を
ど
こ
ま
で
ど
の
よ
う
に
し
た
か

I
-
高
l
　
「
伊
勢
物
語
」
　
(
付
「
竹
取
物
語
」
)
の
場
合
・

池

　

　

田

仁
　
　
子

は
じ
め
に

一
、
他
の
古
典
教
材
の
場
合

二
'
私
の
古
典
学
習
緒
s
?
の
過
程

I
l
l
t
　
蝣
-
[
-
!
.
ハ
二
」
㌫
'
C
-
∵
・
;
!

眉
脂
B
i
n

昭
和
三
十
一
年
・
二
・
三
・
四
年
と
四
力
雪
間
、
私
は
続
け
て
'
高
等
学
校

一
]
蝣
-
 
'
.
-
J
王
台
㌍
"
蝣
X
-
-
C
.
午
"
蝣
I
-
 
'
-
ご
こ
れ
-
,
 
'
i
O
で
へ
　
そ
の
-
蝣
'
.
c
~
'
-
 
'
'
r
つ
㍗
　
∴
v
i
-
;

h
T
E
を
綴
り
へ
一
二
十
四
年
琴
ま
で
の
記
録
の
一
部
を
報
告
し
た
い
と
思
-
.

い
∵
、
㌫
は
、
〃
∴
v
i
V
-
-
i
C
一
蝣
K
"
-
'
T
i
-
.
'
r
J
し
た
柑
-
1
1
1
十
1
:
-
-
に
i
r
L
・
＼
採
円

し
^
'
「
　
一
(
c
r
.
太
「
‥
l
l
)
」
で
ォ
f
た
た
め
'
　
　
　
崇
r
I
は
∴
i
-
r
l
.
¥
蝣
f

て
2
7
.
<
-
'
.
'
山
r
1
-
v
圭
∵
>
蝣
蝣
-
i
:
l
:
b
:
&
-
蝣
i
i
け
れ
は
蝣
i
i
C
 
v
.
 
1
か
∵
'
)
<
-
古
　
ぺ
H

は
'
第
三
草
花
「
古
代
の
夢
-
物
語
の
誕
生
1
」
と
し
て
'
「
竹
攻
物
語
」

「
伊
勢
物
語
」
が
入
門
の
付
記
に
あ
り
'
「
物
語
の
誕
生
」
　
(
説
明
文
)
　
「
古

典
の
こ
と
ば
」
　
(
文
法
学
空
が
付
け
ら
れ
て
い
る
O
生
徒
は
、
こ
け
「
物

語
」
1
-
!
ご
C
土
-
　
　
　
　
　
て
い
蝣
S
P
J
i
:
∵
<
-
-
f
!
 
-
私
・
;
斗
O
S
-
 
"
-
;
'
;
上
の
間

L
S
I
点
は
何
か
。
こ
れ
が
私
の
琉
初
か
ら
の
関
心
の
中
心
で
あ
り
'
教
材
研
究
の

く
ふ
-
に
も
念
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

f
c
t
t
入
(
「
物
語
の
誕
生
」
)
　
-
　
「
竹
取
物
語
」
を
よ
む
ー
　
「
伊
勢
物

語
」
を
よ
む
ー
　
「
古
典
の
こ
と
ば
」
に
よ
り
田
一
一
.
L
ロ
の
ま
と
め
を
す
る
'
こ
-

い
う
順
序
で
指
J
'
r
i
.
r
を
行
な
-
う
ち
へ
四
カ
年
の
最
後
の
三
十
四
年
度
に
お
い

て
、
「
竹
取
物
語
」
「
伊
勢
物
語
」
の
学
習
指
淳
の
終
結
が
'
ご
く
自
然
に
生

徒
の
感
想
を
発
窮
す
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
た
こ
と
は
、
私
の
古
典
教
材
学
習

指
導
の
ブ
D
L
セ
ス
に
'
一
つ
の
区
切
り
を
践
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
も
ち
ろ

ん
へ
そ
れ
ま
で
の
指
道
に
も
'
一
方
的
に
感
憩
を
告
か
せ
る
こ
と
は
で
き
る
こ

と
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
少
数
の
生
徒
は
ノ
ー
ト
に
記
し
て
私
の
日
に
払
れ
る
こ

と
は
で
き
た
.
し
か
し
'
こ
の
「
か
く
」
と
い
-
作
業
が
∵
「
き
く
」
　
(
教
師

の
話
へ
生
徒
の
撃
言
)
　
「
は
な
す
」
　
(
真
筆
の
'
3
d
I
V
.
I
T
T
l
　
「
よ
む
」
　
(
物
語
)
の

作
業
へ
お
よ
び
他
の
「
か
く
」
と
い
う
作
業
に
一
環
し
て
琵
琶
す
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

T
,
t
∵
ト
へ
　
十
人
∴
　
　
　
　
し
て
t
i
'
;
.
'
.
:
_
い
t
 
P
-
蝣
'
2
よ
-
;
'
]
に
、
　
㌫
f
;
a
'
-
サ
指

導
を
文
章
に
即
し
て
逐
次
行
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
へ
私
の
文
責
現
か
ら
-
る
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も
の
で
あ
っ
V
.
指
近
ゐ
成
央
い
か
ん
は
ま
だ
問
-
こ
と
は
で
き
な
い
が
'
少

な
く
と
も
古
文
に
お
け
る
文
指
導
の
体
系
に
大
き
く
関
わ
り
あ
-
こ
と
に
は
違

い
な
い
。
こ
の
た
び
は
,
「
伊
勢
物
語
」
を
中
心
に
'
「
竹
斑
物
語
」
を
従
と
し
な
が

ら
へ
私
の
国
語
教
窒
ノ
ー
ト
の
l
端
を
と
り
ま
と
の
て
み
よ
う
と
思
う
〇

一
へ
他
の
古
典
教
材
の
場
合

古
早
t
:
:
り
*
<
'
ニ
昌
∴
∴
'
V
.
i
-
i
v
'
^
-
-
.
'
-
∴
　
　
　
　
丈
も
一
T
・
%
蝣
-
∵
'
;
-
-
-
」
,
i
i
て
相

当
数
に
の
ぼ
る
。
韻
文
の
場
合
へ
特
に
和
歌
・
俳
句
は
'
表
現
上
技
巧
上
の
文

法
指
導
と
'
文
構
造
面
か
ら
の
分
析
と
総
合
へ
鑑
賞
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
散
文
の
場
合
は
あ
ま
り
に
そ
の
特
質
の
巾
が
広
く
'
作
者
の
個
性
は

蝶
理
化
し
、
そ
れ
に
比
し
て
部
分
的
摘
出
の
む
ず
か
し
さ
が
あ
り
へ
さ
ら
に

は
'
凱
文
に
比
べ
て
相
対
的
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
掘
り
起
せ
ば
多
く
の

指
導
上
の
問
題
点
を
持
っ
て
い
る
と
思
-
0

つ
」
∴
-
T
"
-
'
<
-
*
/
-
∴
*
"
:
}
'
-
」
r
'
1
-
か
'
;
蝣
>
'
「
　
　
　
漂
」
　
「
伊
ハ

語
」
の
他
に
は
'
「
枕
草
子
」
　
「
土
佐
日
記
」
　
「
更
級
日
記
「
古
事
記
」
　
「
徒

㌫
百
」
　
「
・
F
C
豆
　
」
　
「
¥
r
r
-
r
~
-
-
y
-
-
-
-
い
…
」
　
「
　
　
　
　
　
」
で
&
i
r
-
-
そ
9
・
つ

ち
'
「
枕
草
子
」
に
関
し
て
は
'
生
徒
の
季
節
感
を
と
ら
え
て
「
悶
吾
教
育
研

{
f
.
J
㍑
一
f
r
に
リ
.
-
 
-
」
じ
し
て
い
一
C
'
-
古
m
f
H
　
に
お
い
て
蝣
Z
.
<
J
:
i
i
A
か
L
J
い
-
こ

と
は
大
き
な
開
祖
で
あ
る
が
'
学
習
活
動
に
お
け
る
「
か
く
」
と
い
-
発
展
的

形
態
が
'
感
憩
に
限
ら
ず
こ
の
よ
う
な
例
も
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
指
導
計

所
と
教
材
研
究
の
巾
は
よ
ほ
ど
広
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
土
佐
日

記
」
以
降
に
か
ゝ
げ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ
の
指
導
が
、
注
釈
・
解
釈

・
l
~
-
 
'
・
?
r
…
蝣
v
-
.
-
-
.
:
L
H
な
い
o

I
I
,
 
'
化
の
古
　
　
　
㌫
S
C
^
E
i

H
　
三
十
一
年
度
か
ら
一
二
十
三
年
旺

凹
文
法
指
導
上
の
く
ふ
-

三
十
一
i
r
　
'
¥
!
-
w
-
こ
　
し
'
^
・
f
;
・
-
!
.
!
"
・
、
い
打
.
㍗
_
ヤ
ー
ド
に
.
告
・
=
・
h
l
(
)

せ
た
が
'
摘
田
の
さ
せ
方
に
無
理
が
あ
り
そ
の
あ
と
の
取
扱
い
も
不
撤
底

の
-
'
;
{
蝣
*
・
で
あ
っ
i
 
'
'
C
∴
.
J
t
　
当
-
-
i
.
 
-
i
7
-
n

三
十
二
年
1
助
動
詞
の
指
耳
に
軍
爪
を
お
い
た
が
'
文
章
中
の
指
導
が

一

-

　

　

∴

∵

　

'

・

'

!

'

.

'

'

・

　

　

　

　

∴

さ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
。
優
秀
な
生
徒
は
'
別
に
ま
と
埼
て

休
釆
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

三
十
三
年
1
助
動
詞
の
指
導
は
前
年
圧
と
同
じ
で
あ
る
が
,
教
材
の
F
j

ご
　
I
V
.
(
刑
「
　
　
　
　
」
I
f
:
'
-
y
や
L
-
-
-
f
サ
′
お
い
1
)
ち
)
]
∴
と
め
よ
う
と
し

.
　
た
v
v
≠
"
-
・
i
*
で
蝣
*
.
・
;
る
　
　
こ
」
二
王
　
　
な
い
。

∽
文
学
指
導
上
の
く
ふ
-

三
十
一
年
　
-
　
単
元
の
目
標
を
表
面
に
出
し
す
ぎ
て
話
し
た
よ
う
で
あ

る
O
ま
た
へ
部
分
的
な
こ
と
が
ら
に
頂
点
が
か
か
る
傾
向
が
あ
り
へ
全
体

の
イ
メ
A
l
ジ
が
や
ゝ
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
(
例

「
伊
勢
物
語
」
第
九
段
ク
か
き
つ
ば
た
の
歌
″
に
お
い
て
花
に
t
o
*
せ
る
心

,
"
.
-
.
'
ォ
ー
"
.
-
!
I
t
;
i
:
'
　
と
し
て
ほ
　
　
　
　
,
ふ
る
さ
と
∴
:
]
目
す
。
)

三
十
三
蝣
a
　
-
　
「
帖
　
　
　
ご
1
-
-
V
r
.
-
'
'
へ
t
.
J
t
ド
㌫
　
こ
の
,
ら
-
>
*
0
に
'
ノ
ー

ト
に
空
く
よ
-
指
示
し
た
が
'
少
数
の
著
し
か
災
行
し
て
い
な
い
o

r
.
i
十
三
　
　
　
「
竹
,
.
.
j
c
-
喜
」
Q
V
:
煎
v
r
~
t
 
I
:
中
小
し
　
叶
・
t
Q
M
s
に
わ
け

て
全
員
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。
こ
の
場
合
、
相
当
学
習
活
動
の
ふ
ん
い
き

は
高
ま
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
ま
だ
教
師
か
ら
の
一
方
的
な
働
き
か
け
が

強
か
っ
た
よ
-
に
E
山
-
.

O Ill十ti1-'.に'Ji':JLt-'ふy;;,.J¥JQ'jV'C

三
十
一
年
圧
か
ら
一
二
十
三
年
蛇
ま
で
の
学
門
指
/
-
U
,
の
概
班
を
L
へ
　
そ
の
上

に
た
っ
て
一
二
十
四
年
度
を
考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
と
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E
:
V
つ
。
古
文
指
導
の
表
面
的
な
見
方
を
す
れ
ば
'
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
形
態
を
と

っ
て
学
習
指
導
を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
'
さ
ら
に
そ
の
内
部
を

ら
-
少
し
決
く
掘
り
さ
け
て
み
る
と
、
指
導
者
自
身
の
問
題
が
出
て
く
る
わ

け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
私
の
場
合
は
'
教
材
研
究
と
教
室
指
導
に
お
い

て
、
寄
せ
倍
試
め
の
知
識
か
ら
総
合
的
体
系
化
へ
と
進
む
三
段
帽
を
み
る
こ
と

'
・
蝣
-
;
V
J
＼
　
　
　
　
　
　
　
は

第
一
段
階
(
一
二
十
一
年
度
二
二
十
二
年
度
)

古
輿
と
い
う
隼
一
一
㌢
古
て
と
い
う
叶
蝣
j
:
-
'
-
i
'
,
i
-
'
i
'
^
i
を
.
棚
V
:
と
し
て
:
;
;
・
)
>
小

の
ま
ゝ
押
し
出
し
て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
。

第
二
段
階
(
一
二
十
二
年
度
・
三
十
三
年
度
)

文
葦
教
育
と
し
て
の
構
憩
を
た
て
'
さ
ら
に
「
物
語
」
を
文
学
史
的
価

値
を
加
え
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
だ
統
一
的
で
な
い
。

第
三
段
階
(
三
十
四
年
珪
)

よ
う
や
く
'
文
学
作
品
と
し
て
の
よ
む
と
い
う
指
導
に
入
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
た
よ
-
に
思
う
。
こ
れ
は
、
言
い
か
え
れ
ば
「
作
品
教
育
」

C
け
言
'
-
*
j
い
・
・
・
こ
と
に
な
t
T
J
=
>
-
-
:
-
C
-
t
/
声
〓
い
　
　
1
O
i
-
^
!
'
j
j

し
て
'単

語
教
育

y

j

}

i

一

文
葦
教
育

i
'
r
-
蝣
)
(
'
.
蝣
'
蝣
*
-
'
そ
の
∴
二
∵
∵
"
i
r
.
i
-
-
i
-
.
T
」

作
品
教
育

と
し
た
こ
と
が
'
こ
1
に
実
際
の
指
導
の
歩
み
の
上
に
現
れ
て
き
た
こ

と
を
ぅ
れ
し
-
思
い
、
研
究
の
方
向
が
明
る
く
な
っ
た
気
薄
が
し
て
い

る
。こ
・
^
で
t
 
f
V
i
r
v
-
'
r
j
二
し
乍
少
し
-
>
 
*
'
【
　
∴
r
=
.
o
て
r
1
た
い
o

H
中
|
O
^
-
r
i
モ

仰
抗
.
一
-
"
/
盟
古代Z*'--

G
~
れ
-
I
-
は
何
y
<
t
J
㌢
y
 
v
r
.
v
十
'
-
r
¥
一
?
-
f
.
.
 
-

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
る
べ
き
姿

古
代
の
　
と
　
、
r
i
:
-
=
J

O
'
r
'
.
 
-
V
J
井
の
州

民
旅
の
智
恵

郷
愁
1
国
語
の
情
緒
が
わ
か
る

こ
と
ば
の
糞
長
1
理
解
の
た
妙
の
文
法

㈱
反
省メ
モ
は
こ
の
ま
1
で
あ
る
が
、
第
一
段
憎
に
お
い
て
は
指
導
者
の

「
は
な
す
」
こ
と
に
暗
闘
を
か
け
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
竺
一
段

t

'

.

'

-

'

　

・

・

"

・

一

;

'

∵

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
-
に
な
っ
た
。

松
文
法
指
導
の
メ
モ

ー
蝣
'
-
蝣
:
¥
に
障

○
解
釈
の
要
点

l
主
語
と
述
語
と
の
関
係
を
'
敬
語
の
用
法
や
前
後
の
関
係
か
ら
開

花
I
I
i
-
る
。

2
地
の
文
'
会
話
の
文
、
和
歌
、
消
息
の
文
お
よ
び
独
語
や
思
っ
て

い
る
こ
と
の
内
容
を
正
し
く
試
み
わ
け
へ
整
理
し
て
解
釈
す
る
0

3
懸
け
詞
や
引
歌
'
縁
語
等
の
鞍
巧
に
注
苦
t
t
文
宗
の
持
つ
柿
調
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小品'・わ蝣r- rj

O
文
法
の
ま
と
め
(
「
竹
駁
物
語
」
)

一
時
限
目
(
-
-
い
と
-
つ
-
し
-
て
ゐ
た
り
)

係
助
詞等
体

こ
そ
　
-
　
己
然

二
時
限
二
二
時
限
(
・
・
・
,
・
・
・
さ
は
ら
ず
采
け
り
)

如
十
;
e
醗
f
o
i
!
3

きけ
り

完
了つねた

り

蝪
-
」
・
」
*
　
、

反
語

六
時
限
拒
丑んな

ん
て
ん
け
ん
ら
ん

辛
(
や
は
)

か
(
か
は
)

(- '"--㍗)

】
9

C
-
2
去
　
　
　
の
I
:
:
也
)

(
S
H
l
の
」
?
.
C
」
人
:
H

七
時
限
i」'訂

(
注
)
　
「
古
典
の
こ
と
ば
」
と
い
う
文
法
学
花
に
つ
い
て
は
別
の
メ

モ
が
あ
る
が
こ
ゝ
に
は
と
り
あ
げ
な
い
。

㈱
第
二
段
階

○
文
法
の
整
理
(
「
伊
勢
物
語
」
　
「
竹
取
物
語
」
)

一
'
助
詞
絡
助
詞
現
代
語
と
違
っ
て
い
る
点

蝣
^
=
1
'
つ
1
月
(
ガ
)
出
ル

柊
的
　
　
　
・
f
)
・
や
U
-
0

l
:
i
ハ
v
1
.
1
J
,
r
.
;
j
.
に
*
1
-
7
*
　
　
ノ
ニ

係
助
詞
　
ぞ
・
な
ん
・
や
・
か
:
し
そ

1
L
{
語
　
　
　
や
・
-
u
・
や
は
・
か
は

特
別
　
　
　
え
-
(
ず
)
　
不
可
能

な
-
そ
　
禁
止

二
'
助
動
詞

1
、
過
去

t
T
.
∵
」
　
r
J
は

き
　
き
t
 
L
t
 
L
か

け
り
　
け
り
へ
け
り
'
け
る
'
け
れ

・

2

'

完

了
っ
　
て
、
て
'
つ
、
つ
る
へ
　
つ
れ
、
て
よ

3
　
1
-
.
i
.
に
'
:
j
/
　
H
i
.
T
'
ね
;
,
'
ね
よ
'

た
り
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1
-
S

3
'
惟
丑

控

ん
　
ん
'
ん
'
め
、

(
∵

け
ん
(
退
去
)

ら
ん
(
現
在
)

め
り
(
大
体
の
こ
と
を
推
量
す
る
)

'へし

4
'
指
定
(
断
崖
)

ち
 
'
:
-
(
:
‥
∴
∴
.
-
 
'
'
-
¥
'
-
'
'
・
∵
　
　
　
い
　
I
-
-
-
-
!
ニ

蜘
妹
手
な
れ
ば

見
し
人
割
け
り

し
ぎ
の
大
き
さ
叫
引

た
り
(
体
言
に
つ
-
)

5
'
打
消

ず
'
ず
'
ず
'
ぬ

わ
へ
　
○

‥
し

ざ
ら
へ
ぎ
り
'
○
ざ
る
'
ざ
れ
へ
ざ
れ
'

行
か
す
な
り
に
け
り

た
の
ま
ね
も
の
の

分
れ
ざ
り
け
る

京
に
は
あ
ら
じ
「
マ
イ
」

ま
じ
(
打
糾
し
の
拒
且
山
'
正
志
)

・蝣-rr訂*l*u蝣な怖L・1

ど
と
し
　
「
ヨ
ウ
ダ
」

7
'
推
定
ら
し
「
ラ
シ
イ
」

・
J
,
、
　
∵
a
*
-
 
"
'
'

す
「
セ
ル
」

さ
す
　
「
サ
セ
ル
」

し
む
∴
　
　
　
　
　
∵
ニ
　
　
　
　
)
'
I
-
,
'

(
尊
)

9
、
受
身
・
可
能
・
自
発
・
尊
敬

る
　
「
レ
ル
」

ら
る
　
「
テ
レ
ル
」

1

 

0

ヽ

'

(

-

Z

.

r

た
し
　
「
タ
イ
」

ま
ほ
し
　
「
ホ
シ
イ
」

(
-
蠎
:
蝣
-
.
に
E
す
る
㌫
r
÷
灯
付
　
」
>
T
,
'
}
)

ま
し

三
t
 
E
…
富
(
r
u
l
)

1
2
.
1
ニ
托
帽

ナ
昔
い
?
よ
,
)
め
(
¥
-
i
^
㌫
喜
」
0
・
-
E
に
入
れ
て
-
-
;
ふ
こ
こ
で
)

^
f
-
L
L
-
＼
小
蝣
_
!
^
!
に
お
い
て
ま
蝣
>
i
i
l
石
。

助
動
詞
け
り
1
過
去
の
助
動
詞
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た
り
　
ー
　
完
了
の
助
動
詞

ぬ
　
1
完
了
　
　
　
　
(
つ
)
　
「
タ
」

べ
し
　
ー
　
(
㍉
^
C
K
i
T
)
階
瑞
の
杓
-
C
-
<
i
-
.
n

な
り
　
-
　
指
定
の
助
動
詞
「
デ
ア
ル
」

め
・
7
　
-
'
」
.
&
の
i
」
.
t
i
:
i
-
i
「
ヨ
ウ
ダ
」

す
1
位
C
*
J
の
杓
i
y
v
-
a
「
+
-
セ
ル
」

動
詞
(
「
竹
敢
物
語
」
を
終
え
て
)

形
容
詞
(
同
じ
く
)

海
容
動
詞
(
同
じ
く
)

H
t
^
Pこ
1
で
は
'
プ
リ
ン
ト
等
の
資
料
は
あ
げ
な
か
っ
た
。
教
材
の
順
序

が
「
竹
敢
物
語
」
　
「
伊
勢
物
語
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
メ
モ
は
「
竹

現
物
R
E
」
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
第
一
段
帽
で
は
'
解
釈
文
法
を

め
ざ
し
な
が
ら
へ
そ
の
方
法
が
未
熟
で
あ
る
た
め
、
ひ
と
り
ず
も
う
に
′

終
っ
た
観
が
あ
る
。
ま
た
'
第
一
・
第
二
段
階
で
は
'
教
材
の
最
後
に

お
い
て
助
動
詞
を
'
同
法
に
も
と
す
い
て
整
理
し
た
が
へ
第
三
段
帽
に

お
い
て
は
、
読
ん
で
い
-
過
程
に
お
い
て
主
要
な
も
の
'
既
定
の
多
い

も
の
か
ら
整
理
し
'
形
態
・
同
法
の
似
た
も
の
を
並
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。ち
な
み
に
'
助
動
詞
・
助
詞
は
第
二
学
年
の
第
七
単
元
「
中
世
の

詩
」
の
中
で
文
法
単
元
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

榔
文
学
指
導
の
メ
モ
　
(
「
伊
勢
物
語
」
)

の
第
一
段
階

○
ま
と
妙
　
　
某
下
り
(
九
段
)

-
'
平
安
時
代
の
男
の
姿

イ
'
失
意
　
-
&
&
蝣
>
!
&
ぴ
つ
い
て
い
る

p
、
都
の
貴
族
と
し
て
の
心
情

思
い
立
っ
た
行
為
の
純
粋
さ

v
t
ハ
に
は
も
・
-
r
-
'
-
0

郡
へ
の
郷
愁
/

;
;
:
.
」
は
れ
　
(
V
-
i
l
思
ふ
人
)

旅
愁
と
旗
情
　
＼

:
蝣
!
・
:
舶

趣
向
よ
歌
ハ
酢

2
、
鰻
の
思
い

イ
'
郡
へ
の
懐
郷
の
情
や
み
が
た
い

C
i
t
/
1
に
　
人
に
)

P
t
　
:
;
-
s
'
i
都
を
一
歩
出
れ
ば
見
知
ら
ぬ
土
地

未
開
化
の
状
態

行
程
の
遠
さ

(
限
り
な
く
遠
く
も
)

ハ
'
旅
情

t
f
#
C
へ
m
t
 
a
v
r
r
.
'
富
士
)

3
'
花
に
託
す
恩
員
、
都
鳥
の
拝
情

か
き
つ
ば
た
い
と
お
も
し
ろ
く

い
ざ
こ
と
閏
は
ん
都
鳥

㈱
第
二
段
間

○
ク
か
き
つ
ば
た
の
歌
ク
ま
で

1
素
材
上
み
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人
物男方

と
す
る
人
ひ
と
り
ふ
た
り

時
平
安
時
代
-
-
普

E
三
河
の
国
八
橋

こ
と
が
ら

東
下
り

.
旗
の
心

か
き
つ
ば
た
　
-
　
思
-
心

2
文
法
よ
み

い
_
き
け
^
^
　
一
途
な
気
持

川

:

蝣

蝣

・

　

　

C

・

;

・

/

・

-

i

-

画
困
J
　
(
励
語
る
)

故
意

よ
　
-
>
ナ
　
　
ー
∴
.
(
い
r
.
v
(
:
;
.
.
'
,
'
蝣
)

歌
の
損
巧
　
　
掛
詞
、
縁
語

(
み
や
び
・
し
ゃ
れ
っ
け
)

3
総
合

的
第
一
二
段
階

○
導
入
(
九
段
)
I

1
旅
の
思
い

e
場
所
に
よ
る
区
分
(
時
へ
人
物
)

(
書
き
出
し
)

一
'
三
j
r
'
f
C
-
"
-
"
八
倍

二
、
駿
河
の
国
学
津
の
山
、
富
士
の
山

三
、
武
蔵
の
国
隅
田
川

時
～
昔
(
平
安
朝
)

人
物

男
'
友
と
す
る
人
(
ひ
と
り
ふ
た
り
)

修
行
者

わ
た
し
守

㊥
「
行
く
」
-
櫨
(
行
き
け
り
O
行
き
行
き
て
O

な
は
行
き
行
き
て
。
)

心
細
さ

め
ず
ら
し
さ

郷
i
'
5

。
'
-
I
'
-
,
'
公
の
a
:
(
平
安
結
代
の
巾
S
i
:
S
J

:
v
K
-
÷
ユ
i
b
n
の
に
E
-
j
ひ
な
し
て
.
・
-
出
'
.
」
)

ク
京
に
は
あ
ら
じ
'
東
の
国
に
住
む
べ
き
国
も
と
め
に
と
く
行
き
け

り
、
1
-
純
朴
'
-
"
:
意

E
反
省

ヽ
ヽ
ヽ

J
-
-
H

k
'
Z
.
一
尺
[
O
f
i
と
め
が
'
閏
r
.
?
r
,
t
/
的
v
r
-
f
羊
」
v
t
f
c
r
.
1
1
一

に
_
-
=
,
r
ぺ
'
こ
・
J
で
人
に
お
け
る
持
^
-
J
ォ
f
た
こ
と
は
韓
*
蝣
?
蝣

る
こ
と
だ
と
恩
-
Q
文
法
指
導
に
お
い
て
I
'
第
二
段
階
で
文
法
よ
み

を
妙
ぎ
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
発
展
を
期
し
た
い
と
恩
-
が
'

文
学
指
導
に
つ
い
て
は
へ
こ
-
し
て
、
感
想
を
発
表
す
る
形
態
へ
と
進

迫
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
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四
へ
生
徒
の
享
受
の
実
態

「
伊
勢
物
語
」
学
習
に
関
す
る
調
査
と
'
「
竹
耽
物
語
」
の
感
想
に
つ
い
て
の

分
析
と
考
察
は
、
次
の
機
N
r
t
を
ま
つ
こ
と
に
し
て
、
こ
ゝ
で
は
「
伊
勢
物
語
」

の
感
想
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
に
と
ゞ
め
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
感
想

は
'
「
a
&
j
;
訂
」
蝣
>
.
-
J
7
.
.
r
サ
終
'
つ
た
時
へ
　
シ
ど
の
」
C
-
h
t
G
:
-
*
F
u
l
:
'
J
に
拭
っ
た

か
、
ど
ん
な
所
が
す
き
で
あ
っ
た
か
イ
と
い
う
話
し
合
ひ
に
ま
で
発
良
し
'
最

後
に
'
へ
-
パ
ー
に
他
の
調
査
事
項
と
合
せ
て
書
い
た
-
#
の
で
あ
る
.

I
t
第
九
段
(
東
下
り
)
1
・
ど
こ
か
し
み
ふ
＼
と
し
た
、
か
な
し
い
よ
-

な
、
う
つ
く
し
い
よ
う
な
感
じ
が
た
ゞ
よ
っ
て
い
て
好
き
だ
。

2
'
第
二
十
三
段
(
筒
井
筒
)
-
1
女
の
人
の
心
が
よ
く
わ
か
り
'
い
じ
ら
し

い
よ
-
だ
。
こ
の
物
語
の
男
の
人
や
女
の
人
の
姿
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
今
で

も
ど
こ
か
に
あ
り
そ
-
な
感
じ
が
す
る
。
幼
な
友
達
に
つ
い
て
は
へ
自
分
達

も
同
じ
よ
う
な
年
頃
(
ほ
じ
か
は
し
て
の
と
こ
ろ
)
で
あ
る
の
で
お
も
し
ろ

・
f
i
 
r
た
。

3
、
第
四
十
一
段
(
紫
の
ゆ
か
り
)

美
し
い
責
理
の
兄
妹
愛
に
感
動
し
た
。

4
'
第
八
十
四
段
(
さ
ら
ぬ
別
れ
)

母
と
子
の
話
は
さ
み
し
い
感
じ
が
し
た
。

5
、
第
百
二
十
五
段
(
つ
ひ
に
に
行
く
道
)

な
し

G
へ
全
体
に
つ
い
て

一
人
の
男
性
と
い
う
も
の
が
よ
く
描
き
出
さ
れ
て
い
て
ヘ
音
の
貴
族
の
生
絹

な
ど
が
わ
か
る
。
昔
は
良
い
も
の
が
多
く
あ
る
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
こ
の

物
語
の
本
当
の
作
者
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
。

歌
で
訳
現
さ
れ
た
所
の
気
指
が
良
か
っ
た
.
短
い
歌
の
中
に
'
又
一
字
に

も
'
そ
の
時
の
様
子
や
感
情
が
大
変
良
く
あ
ら
わ
れ
て
い
て
'
自
分
の
言
い

た
い
こ
と
蝣
K
-
'
こ
<
n
*
l
i
;
-
∴
し
-
　
　
で
'
蝣
,
'
i
乙
C
言
い
ゝ
1
4
も
　
・
-
J
E
>
r

v
.
T
朴
な
r
^
W
-
:
;
/
心
に
,
.
」
G

竹
駁
物
語
と
く
ら
べ
て
内
容
が
少
し
内
向
的
で
'
よ
み
が
い
が
あ
っ
た
。

7
'
そ
の
他

蝣
w
i
^
-
i
f
'
S
L
な
・
{
 
"
.
・
f
・
∵
。

8
'
よ
み
終
っ
た
と
い
-
実
感
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
昔
の
本
が
好
き
な
の
で
-
れ
し
か
っ
た
。

む
ず
か
し
い
文
章
を
よ
ん
だ
と
い
-
こ
と
が
大
変
-
れ
し
か
っ
た
o

昔
の
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
い
-
喜
び
を
感
じ
た
。

古
文
に
対
す
る
気
特
が
す
こ
し
強
-
な
っ
た
o

古
文
と
い
-
も
の
は
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
続
け
て
読
み
た
い
と
思
っ
た
。

一
つ
の
新
し
い
本
を
知
り
へ
感
情
も
違
っ
た
も
の
が
自
分
に
入
っ
て
き
た
よ

-
で
あ
る
。

こ
れ
で
も
う
本
当
に
読
ん
だ
の
か
と
い
-
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。

段
が
矩
-
切
っ
て
あ
る
の
で
意
味
が
わ
か
り
に
-
く
'
お
も
し
ろ
み
が
な
か

っ
た
よ
う
に
配
っ
た
.

<
お
あ
り
に
∨

今
ま
で
の
実
践
の
上
に
立
っ
て
、
「
作
品
教
育
」
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
へ
　
た
ゞ
方
向
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
現
段

階
で
は
'
多
-
の
ご
指
導
を
ま
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
(
昭
　
　
　
S
-
8
)
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